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僕
は
、
こ
の
中
体
連
陸
上
大
会
に
向
け
て
今
年
の
夏
、

砲
丸
投
げ
の
練
習
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
二
年
生

に
な
る
と
選
手
と
し
て
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
予
選
落
ち
し
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

「
来
年
は
、
来
年
こ
そ
は
！
」
と
い
う
思
い
も
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
に

砲
丸
投
げ
を
投
げ
て
み
た
ら
、
８
ｍ
２
０
ｃ
ｍ
し
か
飛

び
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
校
長
先
生
や
本
山
先
生
、

隣
校
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
練

習
を
続
け
て
い
る
と
、
９
ｍ
５
０
ｃ
ｍ
ま
で
飛
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
や
れ
る
と
思
い
、
更
に
練
習

に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
投
げ
れ
ば
投
げ
る
ほ
ど

に
記
録
が
落
ち
て
い
き
、
全
く
飛
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
隣
校
の
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
、
言
わ
れ

た
よ
う
に
投
げ
る
と
記
録
は
１
０
ｍ
３
０
ｃ
ｍ
自
分
で

も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
飛
ん
だ
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
か
ら
投
げ
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

中
体
連
本
番
は
、
ま
さ
か
の
１
１
ｍ
３
２
ｃ
ｍ
を
飛

ば
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
校
長
先
生
が
間
、
間
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
か
ら
１
１
ｍ
も
投
げ
る
こ
と
が

出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
四
中
の
テ
ン
ト
に
戻
る
と
、

み
ん
な
が
「
お
疲
れ
様
！
」「
す
ご
い
や
ん
！
」
な
ど
言

葉
を
か
け
て
く
れ
で
、
そ
れ
だ
け
で
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん

だ
気
が
し
ま
し
た
。
隣
校
の
先
生
に
会
う
と
「
君
が
、

１
１
ｍ
投
げ
た
と
き
、
自
分
の
生
徒
の
よ
う
に
嬉
し
か

っ
た
。
僕
が
君
に
教
え
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
一
生
懸

命
に
練
習
し
て
い
た
か
ら
だ
よ
。
お
疲
れ
様
。」
と
握
手

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
自
分
は
努
力
し

て
必
ず
結
果
が
良
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
け
ど
、
努
力

し
続
け
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
陸
上
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
努
力
し
た
か
ら

こ
そ
、
今
回
の
“
男
子
優
勝
”、“
女
子
三
位
”、“
総
合

二
位
”
と
い
う
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
仲
間
達
、
支
え
て
く
れ
た

家
族
の
お
か
げ
な
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
の
経
験
を
何
事
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。
応
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主
な
内
容

・
一
年
発
表
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
」

・
二
年
発
表
「
劇
：
沖
縄
戦

命
こ
そ
宝
」

・
三
年
発
表
「
私
の
進
路
（
仮
題
）」

・
吹
奏
楽
部
演
奏

・
保
健
委
員
会
発
表

・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
・
荒
尾
太
鼓
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現
在
学
校
で
は
、
家
庭
学
習

の
時
間
の
確
保
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
期
末
テ
ス
ト
期

間
の
自
宅
で
の
家
庭
学
習
時

間
を
学
年
別
に
ま
と
め
ま
し

た
。
一
日
の
平
均
時
間
で
す
。

受
験
生
で
も
あ
る
三
年
生
。

今
一
生
懸
命
に
頑
張
る
と
き

で
す
。
是
非
ご
家
庭
の
話
題

に
し
て
み
て
下
さ
い
。
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総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
、
県
立
荒

尾
支
援
学
校
の
生
徒
様
と
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
歌
っ
て
踊

っ
た
り
互
い
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
自
然
と
笑
顔
に
な

る
和
や
か
な
交
流
学
習
に
な

り
ま
し
た
。
心
の
通
い
合
う
こ
の
事
業
は
、
今

後
も
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。
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前期期末テストでの一
週間一日平均学習時間
一年生２時間３９分
二年生２時間３０分
三年生２時間３７分

十
月
行
事
予
定

一
日(

火)

校
内
写
生
大
会
（
弁
当
）

二
日(

水)

写
生
大
会
予
備
日

ま
い
弁
当
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

三
日(

木)

燦
た
り
学
習
タ
イ
ム

四
日(

金)

英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ

あ
じ
さ
い
学
級
校
外
学
習

五
日(

土)

荒
尾
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

八
日(

火)

中
体
連
駅
伝
大
会
試
走

十
日(

木)

燦
た
り
学
習
タ
イ
ム

一
一
日(

金)

前
期
終
業
式

一
五
日(

火)

後
期
始
業
式

野
原
神
社
大
祭

駅
伝
大
会
選
手
推
戴
式

一
六
日(

水)

中
体
連
駅
伝
大
会

一
七
日(

木)

燦
た
り
学
習
タ
イ
ム

一
九
日(

土)

土
曜
授
業
日

文
化
祭

リ
ハ
ー
サ
ル

二
〇
日(

日)

文
化
祭

二
一
日(

月)

振
替
休
業
日

二
二
日(

火)

即
位
礼
正
殿
の
儀

二
四
日(

木)

英
語
暗
唱
大
会

燦
た
り
学
習
タ
イ
ム

二
九
日(

火)

燦
た
り
学
習
タ
イ
ム

高
校
説
明
会(

～
三
〇

)

三
一
日(

木)

第
二
回
県
共
通
テ
ス
ト(

～
一)
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九
月
八
日
に
四
中
校
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。
四
中
チ

ー
ム
も
健
闘
し
ま
し
た
。

文
化
祭
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱

も
あ
り
ま
す
。
是
非
練

習
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

・
十
月
八
日
・
十
五
日

・
十
八
日

※
共
に
７
時
半
開
始
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九
月
六
日
、

河
野
先
生
が
授
業
を
さ
れ

ま
し
た
四
中
生
の
学
習
態

度
と
河

野
先
生

の
指
導

法
を
褒

め
て
い

た
だ
き

ま
し
た
。


